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「糖」が連なってできたくさりで
「細胞の顔」です。

糖鎖って何？

● 糖鎖は、とても身近で大切なもの
　「糖」というと、まず砂糖を思い浮

う

かべる人が多いかもしれませんね。砂

糖と「糖鎖」は、どういう関係なのでしょうか？ 
　糖鎖の「鎖」は、「くさり」とも読みます。つまり糖鎖とは、糖がくさり

のように連なったものをいいます。みなさんは、お米やパンを食べるでしょ

う。それらには、でんぷんという成分がたくさんふくまれています。でんぷ

んは、ブドウ糖（グルコース）という糖がたくさん連なったもので、糖鎖の

仲間なんですよ。

　糖には、ブドウ糖のほかにもいろいろな種類があります。果物の中にある

果
か

糖
とう

（フルクトース）や、牛
ぎゅう

乳
にゅう

の中にあるガラクトースなどです。砂糖はブ

ドウ糖と果糖が1個ずつつながったものなので、小さな糖鎖といえます。

　でんぷんに話を戻
もど

しましょう。でんぷんは、腸などで消化酵
こう

素
そ

によってブ

ドウ糖に分解され、血液に取りこまれます。血液中のブドウ糖は私
わたし

たちの体、

特に脳
のう

にとって大切なエネルギー源
げん

（燃料）なので、いつも決まった濃
のう

度
ど

に

保たれています。血液中のブドウ糖が不足すると命に関わります。またブド

ウ糖は肝
かん

臓
ぞう

や筋
きん

肉
にく

の細
さい

胞
ぼう

に運ばれ、そこでブドウ糖が再びつなぎ合わされて

グリコーゲンという糖鎖として蓄
たくわ

えられます。たとえばマラソンなど激
はげ

しい

運動をするときは血液中のブドウ糖だけでは燃料が足りないので、蓄えてお

いたグリコーゲンをブドウ糖に分解して使います。糖鎖は、このように私た

ちの燃料になっているのです。ただし、ブドウ糖が血液中に増えすぎると糖
とう

尿
にょう

病
びょう

になります。

　　
● 血液型は糖鎖で決まる
　でんぷんやグリコーゲンはブドウ糖という1種類の糖だけが連なってできて

いますが、糖鎖をつくる糖は、ヒトでは10種類くらいあります。私たちの体

「糖
とう

鎖
さ

」を病気の診
しん

断
だん

や

　　　  治
ち

療
りょう

に役立てます。
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糖鎖は私たちの燃料
でんぷんとグリコーゲンは
糖鎖の仲間で、ブドウ糖が
連なってできている。

ブドウ糖がつ
ながったグ
リコーゲ
ンとして
肝臓や筋
肉に蓄える

ブドウ糖に
分解されて
燃料に
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の中では、それらの糖
とう

が数個から数十個、ときには数千個も枝分かれしながら

連なり、さまざまな糖
とう

鎖
さ

がつくられています。以前は、糖鎖の主な働きはエネ

ルギー源
げん

になることだと考えられていました。ところが、細
さい

胞
ぼう

やタンパク質の

表面に糖鎖がついていることが知られるようになり、ほかにも、たくさんの働

きを持っていることがわかってきました。

　身近な糖鎖の働きを紹
しょう

介
かい

しましょう。あなたの血液型は何型ですか？ 血液

型にはいくつか分け方がありますが、みなさんがよく知っているA型、B型、

AB型、O型という分け方は「ABO式血液型」といいます。このABO式血液

型は、血液の中にある赤
せっ

血
けっ

球
きゅう

という細胞の表面についている糖鎖のちがいで決

まります。

　O型の赤血球についている糖鎖の構造が基本型です。A型とB型は下の図の

ように、O型の糖鎖にそれぞれ別の種類の糖がついています。A型の糖鎖とB
型の糖鎖の両方を持つとAB型になります。

● 糖鎖は細胞の顔
　糖鎖がついている細胞は、赤血球だけではありません。私

わたし

たちの体は、およ

そ37兆個の細胞からできていますが、そのほぼすべての細胞の表面に糖鎖が

ついています。しかも、いろいろな種類の糖鎖がたくさん！ 顕
けん

微
び

鏡
きょう

で見ると、

まるで、うぶ毛のようです。

　表面についている糖鎖は、細胞の種

類によってちがいます。みなさんの顔

も、一人一人ちがいますね。それと同

じです。だから、「糖鎖は細胞の顔」

といわれています。

　細胞と細胞は、たがいの顔、つまり

糖鎖を目印にして、結合したり情報を

やりとりしたりするのです。また、私

たちの体の中では、たくさんのタンパ

ク質が働いています。タンパク質のう

ち半分以上に糖鎖がついていることも

わかってきました。タンパク質とタン

パク質も、タンパク質と細胞も、たが

いの糖鎖を目印にして、結合したり情報をやりとりしたりしています。

● インフルエンザウイルスも糖鎖を利用している
　糖鎖を利用するのは、自分の体の細胞やタンパク質だけではありません。敵

であるインフルエンザウイルスも糖鎖を利用しています。

　インフルエンザウイルスは、細胞の表面にある決まった糖鎖を見つけて結合

して、細胞の中に侵
しん

入
にゅう

するのです。ウイルスは、遺
い

伝
でん

子
し

とそれを包む膜
まく

ででき

ていて、侵入した細胞の中で自分の遺伝子を増やします。そして、たくさんの

ウイルスがつくられ、細胞から飛び出して別の細胞に侵入し、そこでも増
ぞう

殖
しょく

し

ます。こうしてインフルエンザウイルスはどんどん増えていきます。すると、

高い熱が出たり、のどや関節が痛
いた

んだり、症
しょう

状
じょう

が出てくるのです。

　でも、人も負けてはいません。みなさんは、インフルエンザにかかってし

まったときに、タミフルやリレンザなどの薬を使ったことがありますか？ そ

れらの薬は、インフルエンザウイルスと糖鎖の関係を利用して、増えたウイル

スが細胞から外に出られないようにして、さらなる感
かん

染
せん

を防ぎます。

　インフルエンザウイルスは細胞表面にある決まった糖鎖に結合してから侵入

しますが、ウイルスが細胞の外に出ていこうとするときにも、その糖鎖に結合

してしまいます。糖鎖に結合したままでは飛び出すことができません。インフ
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ABO式血液型と糖鎖
赤血球についている糖鎖の構造によってO型、A型、B型、AB
型が決まる。血液型と性格は関係がないことがわかっているよ。

糖鎖の顕微鏡写真　
細胞の表面から、うぶ毛のように出て
いるものが糖鎖。(写真提供： ビンク・
ハンス博士)

赤血球

A型の糖鎖 B型の糖鎖

N-アセチルガラクトサミン

フコース

N-アセチルグルコサミン

ガラクトース

O型 A型 B型 AB型
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（文：鈴木志乃／フォトンクリエイト　イラスト・デザイン：岩崎邦好デザイン事務所）

ルエンザウイルスは、はさみのようなものを使ってその糖
とう

鎖
さ

を切り、細
さい

胞
ぼう

の外

に出ていくのです。タミフルとリレンザは、そのはさみにくっついて、ウイル

スが糖鎖を切るのをじゃまします。すると、インフルエンザウイルスは細胞か

ら飛び出して増えることができないので、症状がひどくならずにすむのです。

● 糖鎖を調べると病気がいち早くわかる
　糖鎖は、病気の検査でも役立っています。同じ人でも、元気のいいときは

笑っている顔、病気のときは苦しそうな顔になりますね。糖鎖も似ています。

同じ種類の細胞やタンパク質でも、健康なのか病気なのか、状態によって糖鎖

が変わるのです。

　たとえば、肝
かん

臓
ぞう

がんになると、血液中のAFP（アルファフェトプロテイン）

というタンパク質の量

が増えるだけでなく、

AFPの表面についてい

る糖鎖が変わることが

わかってきました。「フ

コース」という糖が1
個、糖鎖の根元につく

のです。最近では、フ

コースがついている

かどうか、たった1個

の糖のちがいを調べる

ことができるようにな

り、肝臓がんの検査に使われています。

　肝
かん

炎
えん

や肝
かん

硬
こう

変
へん

という肝臓の病気でも、血液中のAFPの量が増えます。そのた

めAFPの量だけでは、肝臓がんかほかの肝臓の病気かを区別できず、困
こま

ってい

ました。でも、肝炎や肝硬変の場合、糖鎖にフコースはつきません。糖鎖に注

目することで、肝臓がんかどうかを正確に診
しん

断
だん

し、いち早く治
ち

療
りょう

を始められる

ようになりました。

　糖鎖は、ほかにもいろいろな病気と関係しています。私たちの研究グループ

は、アルツハイマー病の原因となるタンパク質についている糖鎖から糖を1個

取り除
のぞ

くだけで、アルツハイマー病の進行を抑
おさ

えられる可能性があることを発

見しています。

● 糖鎖は、まだまだ謎
なぞ

だらけ
　糖鎖は、私たちが生きていくうえでとても大切で、また病気とも深く関わっ

ています。でも、糖鎖はとても複雑なので、糖鎖の役
やく

割
わり

については、まだまだ

わかっていないことがたくさんあります。糖鎖の謎を解き明かすために、私た

ちは毎日、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

研究をしています。

　糖鎖だけでなく、私たちのまわりや自然の中には、わかっていないことがた

くさんあります。みなさんも「不
ふ

思
し

議
ぎ

だな」「どうなっているんだろう」とい

う気持ちを大切にして、将
しょう

来
らい

、いろいろな謎を解き明かしてみませんか。
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インフルエンザウイルスが
増えるしくみと薬の働き

病気と糖鎖の変化
肝臓がんになると、AFPというタンパク質につ
いている糖鎖の根元にフコースという糖が1個つ
く。肝炎や肝硬変では変わらない。

糖鎖にくっつ
いてしまうが、
はさみで切り
はなす

細胞から飛び出して
ほかの細胞へ

薬がじゃまして糖鎖
を切りはなせない

細胞から飛び出す
ことができない

糖鎖に
くっつく

インフルエンザ
ウイルス

遺伝子を
増やす

細胞

侵入

肝炎や肝硬変 肝臓がん

フコース

N-アセチルグルコサミン

ガラクトース

マンノースAFP AFP

薬がないと…… 薬があると……


